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※個人情報について 
 出願にあたって提出していただいた個人情報は、入学試験の実施および統計的集計を行うために利用 

します。 
 
【疾病・負傷や身体障がい等による受験上および修学上の事前相談について】 
疾病・負傷や身体の障がい等により、受験および修学に際して特別な配慮を必要とする方は、出

願前に神奈川工科大学入試課にお問い合わせください。 
神奈川工科大学入試課 TEL.046-291-3000 FAX.046－291－3003 
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本学は、広く勉学意欲旺盛な学生を集め、豊かな 

教養と幅広い視野を持ち、創造性に富んだ技術者を 

育てて科学技術立国に寄与するとともに、教育・研 

究を通じて地域社会との連携強化に努める。 

広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野 

において研究者として自立して研究活動を行い、高 

度で専門的な業務に従事するために必要となる卓 

越した能力と倫理観を有する人材の育成を目的と 

する。 
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工学研究科のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、 
アドミッション・ポリシー 

 

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 
以下の知識と能力を培い、かつ、専攻ごとに定められた修了要件を満たす学生に「博士」の学位を授

与する。 

⑴自己の専門分野における高度な知識・技術、ならびに関連分野での知識・技術を体系的に修得し、

多様な視点から多角的な議論や俯瞰的な技術評価ができる。 

⑵広い視野と高い俯瞰力によって普遍的意義のある課題の抽出や技術ニーズを開拓するとともに課

題解決に向けた手法を発想、企画して研究を自立して実践できる。 

⑶優れた学術論文を執筆するとともに、国内の学会や国際会議において自立的に論文発表ができると

ともに高度な研究討論を行うことができる。 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針） 
学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、下記の方針に従って教育課程を編成し、実施する。 

⑴コースワークやリサーチワークを通して研究開発職など高度に専門的な業務に従事するための基礎

となる専門分野における高度な知識・技術、ならびに関連分野での知識・技術を体系的に修得し、広

い視野と高い俯瞰力を培う。 

⑵リサーチワークを通して広い視野や俯瞰力によって普遍的意義のある課題の抽出や技術ニーズを

開拓するとともに課題解決に向けた手法を発想し研究を主体的に企画して実践できる能力を培う。 

⑶学術論文の執筆や、学会での論文発表を行い、国内外においてコミュニケーションを行う能力を培

う。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針） 
本研究科では以下のような入学者を求めています。 

⑴幅広い専門知識と高度な技術を有し基礎的な研究能力を備え、具体的な問題への応用力を有して

いること。 

⑵論理的思考力を備え、創造性に富み、探究心を有していること。 

⑶専門分野における国際コミュニケーション能力を有していること。 
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各専攻のアドミッション・ポリシー 

 

機械工学専攻 

機械工学専攻では以下のような入学者を求めている。 

①機械・電子・情報に関する幅広い専門知識と高度な技術を有し、基礎的な研究能力を備え、

具体的な問題への応用力を有している人。 

②機械・電子・情報に関する専門分野における国際コミュニケーション能力を有している人。 

③論理的思考力を備え、創造性に富み、探究心を有している人。 

 

電気電子工学専攻 

電気電子工学専攻では以下のような入学者を求めています。 

①研究者に必要な電気電子工学分野の高度な知識やスキルを有して、またこれらの知識を十

分に活用できる人。 

②グローバル社会に対応でき、その素養をもつ人。 

③論理的な思考力を備え、創造性に富み、探究心を有し、明確な入学の目的を持つ人 

 

応用化学・バイオサイエンス専攻 

応用化学・バイオサイエンス専攻では以下のような入学者を求めています。 

①応用化学、バイオサイエンス分野において、化学、生物、栄養の分野に関し必要とされる博

士前期課程終了時において必要な基礎的知識、実験技術を有している人。 

②専門分野における調査能力および課題発見能力を有しており、それら能力をさらに伸ばす

事に熱意のある人。 

③研究などを通じて、研究倫理については概要を身につけ、研究の概要を他者に論理的に説

明でき、英語を用いてその概要を執筆できる人。 

 

情報工学専攻 

情報工学専攻では以下のような入学者を求めています。 

①情報・通信・メディア・生活支援に関する幅広い専門知識と高度な技術を有し基礎的な研究

能力を備え、具体的な問題への応用力を有している人。 

②論理的思考力を備え、創造性に富み、探究心を有している人。③情報・通信・メディア・生活

支援に関する専門分野における国際コミュニケーション能力を有している人。 
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社会人特別推薦入試 
１．趣 旨 
 社会の高度化、複雑化、国際化が進行する現在、社会の多方面で、あるいは国際社会で活躍し得る優れ

た人材を大学院において養成することはますます重要になってきている。特に、理工系の分野では修士

(博士前期)の学位を有している者が比較的多く見られ、また、大学卒業後研究所等において２年以上研究

に従事した者については､その業績に基づき博士後期課程への入学が可能となったこともあり､博士後期

課程で、より高度の知識や技術を体系的に学習したいという要求が高まってきている。しかし、通常の教

育方法のみで大学院博士後期課程の教育を実施した場合、社会人はその業務を離れて就学することが必

要となり、大学院教育を受ける機会が制約されがちである。 

 以上のような社会的な要請に応えるために、本学大学院では、社会人技術者または研究者を対象とした

社会人特別推薦入学制度を設けている。即ち、博士後期課程の学位取得の道を開くため、研究は各種の研

究機関または企業においても行えるものとし、職場を離れる期間を少なくできるように配慮し、有為な社

会人技術者または研究者の入学生を募集する。 

なお、現在、博士の学位については、論文博士による取得も認められているが、大学院において体系的

な指導を受ける方が博士論文をまとめる上でも有益であり、また、社会人の再教育の上からも新たな知

識、技術を修得できる点で意義があり、論文博士の取得しか途がなかった者に対して博士後期課程での指

導の途を開くことになる。 
 

２．募集専攻および募集人員 

専  攻 
機械 

工学専攻 

電気電子 

工学専攻 

応用化学・ 

ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ専攻 

情報 

工学専攻 

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 
 

３．出願資格 
社会人技術者、研究者等であって、入学時において同一企業等に 2 年以上正規職員として勤務した経験が

あり、かつ、下記の①、②、③のいずれかに該当する者で、合格した場合に入学を辞退しない者。 
①修士の学位を有する者および 2027 年 3 月までに取得見込みの者で志望の専攻と関連する専門教育 

を受けている者。 
②学士の学位を有する者で企業等において志望専攻と関連する専門に関して入学時において 3 年以上 
の経験を有し、本学研究科において修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者。 

③本学大学院において個別の入学資格審査を経て研究成果などにより修士の学位を有する者と同等以 
上の学力があると認めた者で志望専攻と関連する専門に関して入学時において４年以上の経験を有 
する者。ただし、入学時に２４歳に達していること。 

※出願の際は次の期間中に本学入試課までご連絡ください（nys@kait.jp）。 

Ａ日程入試：6月15日(月)～7月24日(金)、Ｂ日程入試：11月30日(月)～1月15日(金) 

ただし、12月28日(月)～1月5日(火)は休業のため受付いたしません。 
  

４．入試日程 
◆Ａ日程入試 

修士の学位、または外国において修士の学位に相当する学位を取得している者 

 出 願 期 間 
２０２６年８月２４日（月）～８月３１日（月）<消印有効> 

持参：２０２６年９月１日(火)１７時００分まで 

試 験 日 ２０２６年９月８日（火） 

合 格 発 表 日 ２０２６年９月１２日（土） ※受験者全員に結果を通知します 

入 学 手 続 締 切 日 
２０２６年９月２４日（木）<消印有効> 

持参：２０２６年９月２５日(金)１７時００分まで 

延納者手続締切日 
２０２６年１２月１７日（木）<消印有効> 

持参：２０２６年１２月１８日(金)１７時００分まで 
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◆Ａ日程入試 

2027年3月までに修士の学位、または外国において修士の学位に相当する学位を取得見込みの者 

出 願 期 間 
２０２６年８月２４日（月）～８月３１日（月）<消印有効> 

持参：２０２６年９月１日（火）１７時００分まで 

試 験 日 （ １ 次 ） ２０２６年９月８日（火） 

合格発表日（１次） ２０２６年９月１２日（土） ※受験者全員に結果を通知します 

試 験 日 （ 最 終 ） ２０２７年２月２２日（月） 

合格発表日（最終） ２０２７年３月２日（火） ※受験者全員に結果を通知します 

入 学 手 続 締 切 日 
２０２７年３月１２日（金）<消印有効> 

持参：２０２７年３月１５日(月)１７時００分まで 
  

◆Ｂ日程入試 

 修士の学位、または外国において修士の学位に相当する学位を取得している者および2027年3月までに 

修士の学位、または外国において修士の学位に相当する学位を取得見込みの者 

 出 願 期 間 
２０２７年２月８日（月）～２月１５日（月）<消印有効> 

持参：２０２７年２月１６日(火)１７時００分まで 

試 験 日 ２０２７年２月２２日（月） 

合 格 発 表 日 ２０２７年３月２日（火） ※受験者全員に結果を通知します 

入 学 手 続 締 切 日 
２０２７年３月１２日（金）<消印有効> 

持参：２０２７年３月１５日(月)１７時００分まで 
  

５．選考方法 
次の（ａ）、（ｂ）を総合して選考します。 
（ａ）出願書類 
（ｂ）面接（専攻に関連した専門知識の口頭試問を含む） 
 

６．試験内容 
面接により研究計画書等に関する確認を行います。なお、外国人受験者の場合は日本語の口頭

試問を別途課すことがあります。 
 

７．試験場・集合時刻 
試験場 ：神奈川工科大学（神奈川県厚木市下荻野１０３０） 

集合時刻：受験票に記載します 

場 所 ：受験票と一緒に送付する試験案内にて連絡します。 
※試験日前日になっても受験票が届かない場合は神奈川工科大学入試課までご連絡ください。 
 

８．合格発表（合格発表の学内掲示および電話等による問い合わせは行いません） 

◆Ａ日程入試 

○修士（博士前期）課程修了者 

２０２６年９月１２日（土）に受験者全員に選考結果を郵送で通知します。 

○２０２７年３月までに修士(博士前期課程)の学位または外国において修士(博士前期課程)の学位に

相当する学位を取得見込の者 

・第1次試験合格発表日の２０２６年９月１２日(土)に第１次試験の選考結果を郵送で通知します。 

なお、第1次試験合格者のみ第2次試験を受験することができます。 

・第2次試験受験者には合格発表日の２０２７年３月２日(火)に選考結果を郵送で通知します。 

◆Ｂ日程入試 

２０２７年３月２日（火）に選考結果を郵送で通知します。 
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９．出願の流れ 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 意 
 

(1) 出願前に研究内容等について希望する指導教員と面談していただきますので、必ず期間中に本学入

試課にご連絡ください。 

Ａ日程入試：6月15日(月)～7月24日(金)、Ｂ日程入試：11月30日(月)～1月15日(金) 

(2) 出願書類に不備のある場合は、受験票を発行できない場合もありますので、提出の際に再度確認を

してください。 

(3) 試験日前日になっても受験票が届かない場合は、必ず本学入試課へ問い合わせてください。 

(4) 提出された書類は、いかなる場合も返還しません。 

 

 

 

提出書類の準備 
---------------------------------------------------------------------------------------- 

事前に修了(見込)証明書、調査書(成績証明書)、推薦書等の必要書類を取り寄せておいてください。 

検定料の支払い 
--------------------------------------------------------------------------------------- 

入試課窓口での支払い、銀行窓口での支払いのいずれかの方法により、検定料をお支払いください。 

提出書類送付 
--------------------------------------------------------------------------------------- 

指定の提出書類を揃え各自で封筒を用意し、指定期日までに郵便局から簡易書留速達で郵送するか、

もしくは、本学入試課まで持参してください。 

※本学へ持参する場合の受付時間は、平日(月曜日～金曜日)9時 00分～17時 00分となります。 

出願完了 
---------------------------------------------------------------------------------------- 

提出書類を確認後、受験票を発送いたします。 

志願票の記入 

--------------------------------------------------------------------------------------- 

本学ホームページから志願票をダウンロードし、出願専攻等必要事項を記入してください。 

本学ホームページ https://www.kait.jp/ 
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１０．検定料 
●検定料：３０，０００円（振込手数料は志願者本人の負担です） 
検定料の支払方法 

検定料の支払方法には、①本学入試課窓口支払いと②銀行窓口支払いが出来るので、いずれかの方

法でお支払ください。なお､期限を過ぎた場合は一切受付いたしません。 

①本学入試課窓口で支払う場合 

   本学入試課窓口に検定料を持参してお支払いください。 

なお、受付時間は、平日(月曜日～金曜日）９時００分～１７時００分までです。 

②銀行の窓口で支払う場合（銀行窓口備付の振込用紙をご使用ください） 

   振込先銀行 預金種目 

みずほ銀行 厚木支店 普通預金 

口座番号 受取人口座名 金額 

１３０１９７５ カナガワコウカダイガク ３０，０００円 

カタカナで名前を記入→ 

ご依頼人（出願者氏名）  

＊＊＊ ＊＊＊ 

 
●検定料の返還について 

  一旦納入された検定料は原則として返還いたしませんが、下記の(1)～(3)の事由に該当する場合 

 には、申請により検定料の返還を認める場合があります。なお、検定料送金に係った手数料は返還 

 できません。また、返還に要する送金手数料はご負担いただきます。 

(1)検定料を納入したが、出願書類を提出しなかった場合。（出願書類提出後の取消しは認めません） 

(2)検定料を誤って納入した場合。（検定料の二重払い等） 

(3)出願不備等により出願が成立しなかった場合。（出願期間後に出願、書類の不備、出願資格無し等） 

 
１１．出願方法 
●本学ホームページから志願票をダウンロードし必要事項を記入後、本学入試課まで郵送(簡易

書留・速達)または持参してください。提出期限が過ぎた場合は受付いたしません。 

【書類提出締切日】 
Ａ日程入試：2026年 8月 31日(月)<消印有効> 

※持参する場合は、2026年 9月 1日(火)１７時００分まで 
   

Ｂ日程入試：2027年 2月 15日(月)<消印有効> 
※持参する場合は、2027年 2月 16日(火)１７時００分まで 

 
＜郵送の場合＞ 

出願書類を揃えて封筒（各自用意）に入れ、必ず「簡易書留・速達郵便」にて郵送してくださ
い。 
なお、封筒（表面）の左下に「大学院入試出願提出書類」在中と明記してください。 
（送付先） 〒243-0292 神奈川県厚木市下荻野１０３０ 神奈川工科大学 入試課 

 

＜持参の場合＞ 

出願書類を揃えて封筒（各自用意）に入れ、本学入試課窓口まで持参してください。 
※受付時間は、平日(月曜日～金曜日）９時００分～１７時００分 
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１２．提出書類 （※印の提出書類は、本学所定の用紙。本学のホームページからダウンロードして下さい） 

出願書類 内       容 

①志願票※ 出願専攻等、必要事項を記入して提出してください。 

②写真 
「写真」1枚を志願票に貼付して提出してください  

（縦４㎝×横３㎝/上半身/脱帽/正面向き/３ヶ月以内に撮影したもの） 

③大学院修士課程また

は博士前期課程の修

了(見込)証書 

出身大学院により作成されたもの。 

（出願資格②、③により出願する者は、出身大学の卒業証明書） 

④調査書(成績証明書) 
出身大学院により作成された大学院の調査書（成績証明書）。 
（出願資格②、③により出願する者は出身大学により作成された調査書(成績証明書)のみ提出してくだ

さい） 

⑤推薦書※ 原則として出身大学院指導教員が作成し厳封したもの（必ずしも必要としない）。 

⑥受験承認書及び 

人物推薦書※ 
現在の勤務先の所属長によるもの。 

⑦志望理由書※ 本学大学院に入学し、勉学・研究を行いたいと考えた動機および目的を記すこと。 

⑧修士論文とその概要 

修士論文とその概要（和文の場合約 2,000 字、英文の場合約 500words）とすること。

「出願資格②、③」により出願する者は、それに代わる論文がある場合のみ提出して

ください。 

⑨業績報告書※ 
公表論文その他業績リスト、論文別刷り、業績概要を添付すること。 

（発表した学術論文がある場合） 

⑩研究(希望)計画書※ 
作成にあたっては、志願する専攻の主任の確認が必要となりますので入試課まで問い

合わせること。 

⑪業務報告書※ 現在および過去に携わった研究・技術業務についてその内容を詳しく記入すること。 

⑫TOEIC のスコア ２年以内に取得した TOEICのスコア（写し）を提出してください。 

⑬検定料振込受領書 

（コピー可） 

入試課窓口で支払った場合 

 振込み票の「大学提出用」の部分を提出してください。 

 

銀行窓口で支払った場合 

 振込み票の「お客様控え」の写しを提出してください。 

 

※検定料お支払い後、「大学提出用」または「お客様控え」に収納印が押印され 

ていることを確認してください。収納印が押印されていない場合には検定料振 

込受領書を無効とします。 
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⑭その他 

 

＜教員との面談＞ 

出願前に希望する指導教員と面談していただきます。志願者は必ず次の期間中

に本学入試課までご連絡ください。（nyushi@kait.jp） 

Ａ日程入試：6月15日(月)～7月24日(金) 

Ｂ日程入試：11月1日(月)～1月15日(金) 

※連絡は平日(月～金曜日)9時00分～17時00分 

 

＜外国人志願者＞ 

経費支弁にかかわる書類（詳細については、経費支弁書※の“出願・提出書類 

作成上の注意”を確認してください）および保証人承諾書※を提出してください。 

志願票の学歴欄には、小学校入学から記入してください。(日本語学校に在籍し

ていた方は日本語学校まで記入してください) 

 出願時に『住民票』か『在留カード』の写しを提出してください。なお、住民

票には在留資格、在留期間、在留期間満了日の記載を含み、出願時の３ヶ月以

内に発行されたものとします。在留カードの写しは必ず裏面の写し（記載がな

い場合でも）も提出してください。 

 出願前に希望する指導教員と面談していただきます。志願者は必ず次の期間中  

に本学入試課までご連絡ください。（nyushi@kait.jp） 

Ａ日程入試：6月15日(月)～7月24日(金) 

Ｂ日程入試：11月30日(月)～1月15日(金) 

※連絡は平日(月～金曜日)9時 00分～17時 00分 
 

 

【健康診断書について】 

健康診断書の提出は必要ありません。ただし、入学後に実施する本学の健康診断を必ず受けてください。 
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１３．納入金 
（単位：円） 

 一括納入 分割納入 

（１年分） （前期分） （後期分） 
合 計 

入学手続時 入学手続時 2026 年 10 月末 

学費 
入学金 ２００，０００ ２００，０００ － ２００，０００ 

授業料 １，０００，０００ ５００，０００ ５００，０００ １，０００，０００ 

大学委託 
徴収金 

後

援 
会

費 
*1 

入会金 ３，０００ ３，０００ － ３，０００ 

年会費 １５，０００ １５，０００ － １５，０００ 

同窓会入会金*2 ２０，０００ ２０，０００  ２０，０００ 

合 計（初年度納入金額） １，２３８，０００ ７３８，０００ ５００，０００ １，２３８，０００ 

 
大学委託徴収金について： 

*1．保証人全員に入会して頂きます。入会金は入学時のみ、年会費は在学期間中のお支払いが必要

で、学生の学会発表の補助、課外活動支援など学生は在学期間中何らかの形で還元されてい

ます。 

*2．同窓会入会金は入学時のみのお支払いですが、学部入学時や大学院博士前期課程入学時に既

に支払い済みの方は再度お支払いいただく必要はございません。 

注 1）大学院博士後期課程の２年次と３年次に支払う金額はそれぞれ授業料 1,000,000 円（年額）

と後援会費 15,000円（年会費）の合計金額です。 

注 2）神奈川工科大学では、学債や寄付金をお願いすることはありません。 
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１４．教育課程表 （記載の内容は変更になる場合があります） 

（1）共通科目 
 ●教育課程表                                〇選択  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
（2）機械工学専攻 
 ●教育課程表                            ◎必修、〇選択 
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（3）電気電子工学専攻 
 ●教育課程表                           ◎必修、〇選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）応用化学・バイオサイエンス専攻 
 ●教育課程表                                ◎必修 
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（5）情報工学専攻 
 ●教育課程表                             ◎必修、〇選択 
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１５．研究指導要目 （記載の内容は変更になる場合があります） 

 
（1）機械工学専攻 
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（2）電気電子工学専攻 
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（3）応用化学・バイオサイエンス専攻 
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（4）情報工学専攻 
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